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(別紙１） 本シートは平成27年5月以降に学内外へ公表されます。

　※当該シート（表）の公表に同意しない場合には、右記にチェックしてください。 □　学外公表に同意しない。 □　学内公表に同意しない。

0.10

0.20

計 1.00

・ウェイト比が1.00となるよう、記入してください。
・記入量に応じて、枠は広げて使用してください。
・診療業務に従事している者は、「領域」の空欄に「診療」として年度目標を設定してく
ださい。
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0.30

0.10

おおむね目標は達成できたと考えられる。授業においては学生を偏りが無
いように当てて多くの質問を投げかけるなど様々な点について考えをめぐ
らすように心掛けた。

来年度以降の科学研究費獲得に向け複数(研究代表者として２課題、研究
分担者としても複数)の申請を行った。また、これまで本年度中に1編の論
文が掲載され、その他論文は審査中となっている。国際学会の発表1回、
国内学会の発表３回などであり、目標はおおむね達成できたと考えられ
る。
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講義・実習においては、積極的な学習姿勢を涵養できるよう、学生と
の対話を増やす仕組みを設ける授業展開をすすめる。

0.30

２年次生の指導教員であるため、卒後自立していかなるものにも取
り組める医療人を目的とした学習へ積極的に取り組めるよう、進路
指導を行う。

海外出張や講義などによる欠席のほかは積極的に取り組むことができた。

おおむね目標は達成できたと考えられる。

平成26年9月にベトナム国立栄養院から研究員を1名琉球大学に招聘し共
同研究を行い、技術移転を行った。また複数回のベトナム出張時にもベト
ナム人研究者に同様の技術移転を行った。以上のことから目標は達成され
たものと考えられる。

平成２６年度　年度末自己点検結果

医学部、医学部保健学科における委員会への積極的な取り組みを
行う
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（実績）

0.10

名　　前

地球規模課題対応国際科学技術協力におけるベトナム研究者への
技術移転を行う。
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日本学術振興会の科学研究費の獲得、複数の論文投稿、国際、国内学会での発表
を行う。各種外部資金の獲得にむけ研究提案を行う。

業務
ウェイト比
（予定）

平成２６年度　年度目標設定

教授

平成２６年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

平井　到 所　　属

領
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・ウェイト比の実績が1.00となるよう、記入してください。

医学部保健学科病原体検査学分野 職　　名

0.20








